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Abstract

Alkali amphibole－bearlng quartZ SChist was foundin　the Mikabu Greenstones，

WesternIse，Mie Prefecture．The alkali amphibole－bearlng quartZ SChist occurs as a

thinlayer（up to　30　cm wide），andisintercalated with　greenstones．Major

constituent minerals are amphibole，Stilpnomelane，titanite，quartZ and albite．

Alkali amphibole js classifiedinto magnesioriebeckite and crossite．　Coarse

amphibole（about80FLmin width）is zoned with an alkali amphibole core and a

winchite rim，and the alkali amphibole core has a compositional gradient suchthat

Fe3＋／（Fe3＋＋Alvi）decreases（0．9to O．5）from　the central part outward．Winchite

also occurs between alkali amphibole grains which show microboudin structure．

Alkali amphibole and winchite were considered to be formed during prograde and

retrograde stages，reSpeCtively。

Key words：alkali amphibole－bearlng quartZ SChist，amphibole zonlng，

winchite，Mikabu greenstone，Mie Prefecture．

要旨

三重県伊勢市西部の御荷鉾緑色岩類分布域から含アルカリ角閃石石英片岩が発見された．含

アルカリ角閃石石英片岩は薄い層状（最大層厚30cm）を示し，緑色岩と互層する．主要構成

鉱物は角閃石，ステイルプノメレーン，チタナイト，石英および曹長石である．アルカリ角閃

石はマグネシオリーペック閃石からクロス閃石に分類される．比較的租粒なアルカリ角閃石

（幅80FLm程度）は累帯構造を示し，コアからリムに向かってFe3＋／（Fe3＋＋Ald）が減少し（0．

9→0．5），最外縁部にウインチ閃石が存在する．またウインチ閃石は，マイクロブーデイン構

造を示すアルカリ角閃石の断裂部分にも存在する．アルカリ角閃石およびウインチ閃石はそれ

ぞれ，累進および後退変成作用時に形成されたと考えられる．
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2 坂野靖行・藤原隆雄

1　は　じ　め　に

御荷鉾緑色岩類は三波川帯の南縁部に分布し，ダ

ンかんらん岩・単斜輝石かんらん岩・斑れい岩・角

閃石岩などの深成岩類やハイアロクラスタイト・凝

灰岩・塩基性の塊状溶岩あるいは枕状溶岩などの火

山岩類からなり（例えば，NAKAMURA∴1971；磯

貝，1977；猪保，1978），超塩基性～塩基性岩類に由

来した砕屑岩瀬もある（SAITO eとαJ．，1979）．また

これら御荷鉾緑色岩類に伴って青色片岩や含アルカ

リ角閃石石英片岩がまれに産することが知られてい

るが（例えばWATANABE＆YuASA，1979；坂野，

1992），それらの詳細な記載例は少ない．筆者の一▲h、・一

人，藤原は，三重県伊勢市上野町の御荷鉾緑色岩類

分布域より含アルカリ角閃石石英片岩を発見した．

この小論では，この岩石の産状と鉱物共生およびア

ルカリ角閃石の化学組成について報告する．

2　地質概説

紀伊半島東部において，御荷鉾緑色岩類を含む広

義の三波川帯は，南北幅約3kmで東西方向に延び

ており，北都に三波川結晶片岩類が，南部に御荷鉾

緑色若紫が分布する（飯塚，1929；NAXAMURA，

1971など上　今回報告する石英片岩が産した上野町

は伊勢市街の南西約7．5kmに位置する（第1図）．

本地域の北西側（宮川流域付近）には泥質片岩を主

とする三波川結晶片岩類が分布し，南東側には御荷

鉾緑色岩類が分布する．御荷鉾緑色岩類は主に緑色

岩からなり，その他に蛇紋岩類，泥賓片岩および石

英片岩も認められる∴線色岩は凝灰岩起源を主とし，

塊状～やや片状で，緑色片岩と呼ぶべきものも存在

する．蛇紋岩類は塊状蛇紋岩と蛇紋岩礫岩とに分類

され，今回報告する露頭の北方約1kmの地点から

は蛇紋岩礫岩中に扶養する青色片岩が報告されてい

第1図　伊勢西部地域の地質概略乳AAQは含アルカリ角閃石石英片岩の産出地点を示す．

Fig・1・　GeologlCal sketch map of the westernIse area，Showlnglocality of
alkaliamphibole－bearingquartzscbisも（AAQ）．
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第2図　含アルカリ角閃石石英片岩，石英片岩および緑色岩からなる露頭のスケッチ．
Fig．2．　Sketch of outcrop showlng mOdes of occurrence of alkali amphibole－

bearlng quartZ SChist，quartZ SChist and greenstone．

る（坂野，1992）．本地域の走向は全体として東北

東一西南西であり，傾斜は，多くは20～700　Sであ

るが，南縁部においては20～600　Nである．

3　含アルカリ角閃石石英片岩の産状
およびそれに随伴する岩石

含アルカリ角閃石石英片岩の露頭のスケッチを第

2図に示す．本露頭においては，石英片岩およびや

や片状を示す緑色岩が互層しており，アルカリ角閃

石は最大層厚約30cmの石英片岩層から兄いだされ

た．それらの走向はN60～700　Eで，傾斜は20～40

0　Nである．この含アルカリ角閃石石英片岩の層厚

は側方に向かって薄くなり単層が途切れる．

緑色岩は，残留単斜輝石の破片を多量に含むこと

や，細かい薬理がみられることから，凝灰岩起源と

考えられる．緑色岩の主要な変成鉱物は，緑泥石，

アクチノ閃石，パンペリー石，チタナイトである．

また単斜輝石を置き換えて青色角閃石が存在する．

石英片岩の構成鉱物は，石英，曹長石，自雲母（セ

リサイト），燐灰石，褐鉄鉱である．

4　含アルカリ角閃石石英片岩

含アルカリ角閃石石英片岩の主要な変成鉱物は，

第1表　アルカリ角閃石，ウインチ閃石およびス

テイルプノメレーンの化学組成．

Tablel．Chemical compositions of alkali

amphibole，Winchite and stilpnomelane．

Å1kall amphibole

Cros Mrb Win Stp

SlO2　　　55・1　　54・8　　　55・6　　　46・1

TlO2　　　0・09　　　0・02

……昌……　2…；…喜　2喜；；岩
MnO O．13　　　　0．26

MgO　　　　　6．82　　10．3
NlO O．07　　　　0．10

CaO O．83　　　　2．62

：；80　3霊　昌：…去

0．03　　　　　0．05

2．57　　　　　7．61

0．01　　　　0．00

16．7　　　　　26．1
0．22　　　　　0．37

11．6　　　　　　5．33

0．02　　　　　0．15

5．59　　　　　0．26

4．05　　　　　0．13

0．08　　　　　0．88

Tota1　　　96．7　　　　96．3　　　　　96．5　　　　　87．0

S1　　　　　7．994　　　7．925

でl O．010　　　0．002

Al O．773　　　0．353

0．006　　　0．000

1．070　　　1．347

1．648　　　1．108

Mn O．016　　　0．032

M9　　　　1．475　　2．221
Nl O．008　　　0．012

Ca O．129　　　0．406

Na l．879　　　1．629

K O．006　　　0．004

8．020　　　　8．000

0．003　　　　0．007

0．437　　　　1．559

0．001　　　　0．000

0．639

1．375　　　　3．788

0．027　　　　0．054

2．495　　　　1．379

0．002　　　　0．021

0．864　　　　0．048

1．133　　　　0．044

0．015　　　　0．195

芸e写瑞2王r…：t；≡慧0ニIkaliam。hi。。1ean。
WinchiteiS Calcuiated with adjustment totai

Cations excluding Ca，Na and K to13　for O＝23

：…；霊三；冨…＝…t三慧n冒：…三；n；r芸ea…aき…牢ted′
Cros，CrOSSite；Mrb，magneSioriebeckite；Win，

Winchite；Stp．stilpnomelane．
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4 坂野靖行・藤原隆雄

アルカリ角閃石，ウインチ閃石，ステイルプノメレ

ン，チタナイト，石英，曹長石で，これに褐れん石，

燐灰石が加わることがある．ステイルプノメレンは，

租粒な石英および曹長石からなる部分に特徴的にみ

られ，束状または放射状を呈し，濃赤褐色と黄色の

多色性を示す．化学組成を第1表に示す．チタナイ

トは微細粒の集合をなす．褐れん石は塊状あるいは

細粒の集合体をなす．燐灰石はしばしば長径200〃

m程度の斑状変晶として出現し，石英や曹長石等の

インクルージョンを多数含む．不透明鉱物は主に黄

鉄鉱で，インクルージョンとして黄銅鉱や斑銅鉱を

含む．黄鉄鉱は褐鉄鉱によって置換される．アルカ

リ角閃石は柱状または繊維状で，ネマトプラスティッ

ク組織を里する．普通長さ60～200／Jm，幅10～20

〝m程度と細粒であるが，長さ30伸m，幅8伸m

程度の比較的租粒なものも少量存在し，それらのア

ルカリ角閃石はマイクロブーデイン構造を示す（第

3図）．ウインチ閃石は，アルカリ角閃石のリムや

マイクロブーデイン構造を示すアルカリ角閃石の断

裂部分に存在する．アルカリ角閃石は一般にⅩ＝淡

黄緑色，Y＝青色，Z＝紫色の多色性を示す．ウイ

ンチ閃石は淡青色から淡黄緑色の多色性を示す．

角閃石の化学組成を，日本電子製JCXA－733型電

子線マイクロプローブアナライザーによって分析し

た．加速電圧は15kV，試料電流は1．1－1．2×10‾8A，

ビーム径は3〃m程度である．角閃石のFe3＋量は，

酸素数を23とした時のNa，K，Caを除く全陽イオ

ンが13となるように見積った．また角閃石の分類は

LEAKE（1978）に従った．第1表に代表的測定値を

示す．

アルカリ角閃石の大部分はマグネシオリーペック

閃石～クロス閃石に分類され，本地域内に分布する

青色片岩中のアルカリ角閃石（坂野，1992）に比べ

て，小さいFe3＋／（Fe3＋＋AIVl）を持つ傾向にある

（第4図）．粒度による化学組成の違いが認められ，

細粒（幅約10～20／Jm）および比較的租粒（幅約80

FLm）なアルカリ角閃石のFe3＋／（Fe3＋＋Alvi）の範

囲はそれぞれ0．39－0．74，0．55－0．91であり，細粒なも

第3図　マイクロブーデイン構造を示すアルカリ角閃石．ウインチ閃石はアルカリ角閃石の断
裂部分に存在する．Alk，アルカリ角閃石；Win，ウインチ閃石．

Fig・3・Photomicrograph ofalkaliamphibole which shows microboudin structure．

Winchite occurs between separated alkali amphibole grains．Alk，alkali
amphibole；Win，Winchite．
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第4図　石英片岩（本研究）および青色片岩（坂野，1992）中のアルカリ角閃石の化学組成．

Fgln，鉄藍閃石；Gln，藍閃石；Cros，クロス閃石；Rbk，リーペック閃石；Mrb，マ
グネシオリーペック閃石．

Fig．4．Chemicalcompositions ofalkaliamphibolesinquartz schist（this study）
andblueschist（BANNO，1992）．Fgln，ferroglaucophane；Gln，glaucophane；Cros，

CrOSSite；Rbk，riebeckite；Mrb，magneSioriebeckite．
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第5図　累帯構造を示す角閃石のNaBおよびFe3＋／（Fe3＋＋Alvi）の変化図．Win，ウインチ閃
石．

Fig．5．　NaB and Fe3十／（Fe3＋＋AIVi）variations of zoned amphibole．Win，

winchite．
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6 坂野靖行・藤原隆雄

のの方が小さいFe3＋／（Fe3＋＋AIYi）を持つ傾向にあ

る．また比較的租粒なアルカリ角閃石には累帯構造

が認められコアからリムに向かって，M4－SiteのNa

量NaB（LEAKE，1978）が増加し（1．5→1．9），Fe3＋

／（Fe3＋＋Alvi）が減少し（0．9→0．6）（第5図），マ

グネシオリーペック閃石からクロス閃石へ組成変化

する．さらに最外縁部ではNaBが急激に減少し（Na

B＝1．1），ウインチ閃石へ組成変化する（第5図）．

またマイクロブーデイン構造を示すアルカリ角閃石

の断裂部分を埋める角閃石のNaB（1．02－1．36）は，

常にホストのアルカリ角閃石のNaB（1．53－1．90）よ

り小さくその大部分はウインチ閃石に分類される．

以上のことから，本石英片岩中の角閃石はマグネシ

オリーペック閃石→クロス閃石→ウインチ閃石の順

に組成変化したと考えられる．マグネシオリーペッ

ク閃石→クロス閃石の変化を示す累帯構造は，おそ

らく累進変成作用を記録しているものと考えられる．

また角閃石の累帯構造およびマイクロブーデイン構

造から，アルカリ角閃石形成後に断裂を生ずるよう

な変形作用を伴いながら，ウインチ閃石を生ずる後

退変成作用が進行したと考えられる．
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